
 

通勤途中、交差点の信号が赤になると、コンビニやパチンコ店の駐車場を通

り抜けて行く車を見かけることは以前も書きましたが、相変わらずです。お店

の方はもちろん、それを見た多くの人が不快感を覚えています。同様に、道路

に捨てられたゴミに不快感を覚えることもあります。残念ながら彦島図書館周

辺にも、毎日タバコの吸い殻が落ちています。それを見て不快な思いをされて

いる方も多いと思います。反対に、人の優しさや親切な行動を目にしたときは、

心が温まり、優しい気持ちになります。 

 人と関わり合う人生、やはり、優しく温かい生き方をしたいものです。大人

を見て子ども達が成長することを考えれば、全ての大人が年を重ねるほど人生

の先輩として手本にならなければいけないような気がします。せめて、周囲に

迷惑をかける行動、周囲を不快にさせる行動は慎みたいものです。そう思いな

がらも、還暦を過ぎ、だんだんと素直さや柔軟さを失い、頑固に凝り固まって

いく自分に不安を感じています。 
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 資料名 著者名 出版社 請求記号 

1 もういちど 畠中 恵 著 新潮社 F6 ハ 

2 母ちゃんのフラフープ 田村 淳 著 ブックマン社 779.14 タ 

3 無印良品ではじめる新しい習慣 水谷 妙子  著 扶柔社 590 ミ 

4 霧をはらう 雫井 脩介 著 幻冬舎 F6 シ 

5 星落ちて、なお 澤田 瞳子 著 文藝春秋 F6 サ 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 夏のなごりもだんだんと薄れ、朝晩は過ごしやすくなってきました。 

さて、今月は人気ジャンルの一つであるミステリー本を展示しています。 

ドラマ化・映画化され、話題になった作品や海外の作品まで幅広く集めま

した。 

 秋の夜長に登場人物たちと一緒に謎解きしてみてはいかがでしょうか？ 

ハラハラドキドキする衝撃のラストが待っているかもしれません。 

 

 

9月の展示テーマは「ミステリー」 

こっと☆本の宅配便 
9月号 

彦島図書館だより  vol.36 

 

 

『白医』            下村 敦史 著 講談社  2021.5  

  

『新謎解きはディナーのあとで』 東川 篤哉 著 小学館  2021.4   

 

『隣はシリアルキラー』     中山 七里 著 集英社  2020.9   

 

『流星の絆』          東野 圭吾 著 講談社 2008.3 

 

『十二人の死にたい子どもたち』 冲方 丁 著 文藝春秋 2016.10 

 

『アリバイ崩し承ります』  大山 誠一郎 著 実業之日本社  2018.9 
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彦島図書館館長今月のコラム 

9月図書館カレンダー 
 

日 月 火 水 木 金 土 

   1 2 3 4 

5 6 7 8 9 10 11 

12 13 14 15 16 17 18 

19 20 21 22 23 24 25 

26 27 28 29 30   

 

 

開館時間 

9：30～19：00（平日） 

9：30～18：00（土日） 

 
 休館日 

☆9月 24 日（金）は館内整理日の

ため休館いたします。 

https://1.bp.blogspot.com/-XwmIa8LeMW4/VZSLcR38QnI/AAAAAAAAuvw/n-v5FUxACLk/s800/job_book_honya_woman.png


『じはんきくん』 

                    おおい じゅんこ‖作・絵  教育画劇 

 

                   ぼくは自動販売機のじはんきくん。 

『白崎茶会の発酵定食』 

白崎 裕子‖著 マガジンハウス 

 

発酵食を食べて健康になりませんか？ 

    塩麹や甘酒、味噌などの身近な発酵食品を毎日の 

食事に取り入れることでからだが整います。 

様々な発酵食品を組み合わせた献立と             

 

 

   

 

 

 

 

 

『老いの道楽』 

曾野 綾子‖著 河出書房新社 

       

 老いをテーマにした提言エッセイ集です。 

老いてなお家事や旅、日常の不安や孤独さえも楽し 

もうというメッセージが込められています。 

短い文章で読みやすいので、隙間時間に少しずつ読 

むのもおすすめです。 

 

  

『くろねこのほんやさん』 

           シンディ・ウーメ‖文・絵 福本 友美子‖訳 

                           小学館 

 

                ほんが大好きなくろねこのほんやさん。ある日、大雨で 

               お店が水浸しになり、お客さんが来なくなりました。 

               くろねこは元気をなくしましたが、なんとか頑張って・・・。 

               読書の楽しさ・好きな事を見つけ、伸ばしていくことを応

援する一冊です。 

       

 

 

『しらすどん』 

             最勝寺 朋子‖作・絵 岩崎書店 

                     

                     まだまだ遊びたいのにごはんの時間。いやいや

ながらしらすどんを食べ終えて席を立つと、「まだ

あるよ」だれかによびとめられた。「だいたい食べ

たから、いいじゃん」すると、体がどんどん小さくな

って・・・フードロスについて考えてみよう。 

                

              

着 

新 

案 

内 

『刺しゅうのレッスンと図案集』 

              アトリエ Fil‖著  ブティック社 

 

道具の準備や刺し始めから終わり・仕上げまで、 

綺麗に刺すコツといった刺しゅうの基礎となる部分を 

解説するとともに、定番の花や動物をはじめ、アルフ 

ァベッド・五十音、洋服や雑貨などさまざまな刺し方 

をイラストや写真とともに収録しています。 

 

 

 

レシピを 26 

 

 

 

献立・100 品紹介しています。 

 

好きな飲み物 

どーれかな？「ぽちん！」とボタンをおしたくなる。 

小さなねずみさんも、わにさんのおかげで「ぽちん！」 

なんでも自分でやりたがる。「やるやる期」の子ども 

にぴったりの一冊です。 


